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緒 　言

　明治 維新以 降 ， 新政 府 に よる積極 的 な西洋文化 の 移

入に よ り， 政 治 ， 経 済 ， 軍事 ， 社会 思想 な ど ， あ らゆ

る面に お い て ， 近代化が 押 し進め られ た 。 こ の よ うな

積極的 な西洋文化吸収 の波は， 日本の 食生活に も影響

を与え た と考 え られ る。

　新 し い 西洋文 化 を伝 え る もの と して ， ひ とつ に は 学

校 制度が あ り， もう一
つ に は新 聞 ・雑 誌 ・書 籍 な どが

考 え られ る。

　 1871（明治 4）年の 廃藩置県断行 に よっ て，封建的地

方権が 終結 さ れ た の で，全国
一

律の 新 し い 教育制度が

調 え られ る こ と に な り，
1872（明治 5）年 に 学 制頒布 が

行 な われ た
1）。 こ の 全 国的 に統

一
され た学校 制 度に お

い て 西 洋 の 新 しい 文 化 ・知 識 が 伝 え られ た。

　新聞に つ い て み る と ， 明 治初期 の 刊行 と し て 1870

（明治 3）年創刊の 『横浜新聞』が ，翌 1871 （明 治 4）

年 ， 『横浜毎 日新聞』と改題 して
， 最初 の 日刊 紙 と して

発刊 され た
2）。1870年代 後 半 に な る と， 『読 売新聞』

（1874年創刊 ）や，『朝 日新聞』 （1879年創刊 ），『時事

新報』（1882年創刊）が 創刊 され ， 時代 の 情勢に 順 応 し

た 独 立新聞紙の 出現 を迎 える よ うに な っ た とい われ て

い る
3｝

。それ らに は，ビ
ー

ル 製造，西洋料理店 の 開業，

牛乳 ， 牛 肉 の 記事や広告な ど，西洋 の 新 し い 食に 関す

る記事 が掲 載 され て い る 。

　 ま た ， 雑誌 も， 新 聞 とほ ぼ 同時期 に 発生 して い る。

＊　 昭和 女 子 大学 生 活機構研 究 科

　 （Science　of　Living　System ，　Showa 　Women ’
s　University，　S8婿 α 一

　 ya
−ku　　154 −8533 ）

1867 （慶応 3）年創 刊 の 『西洋雑誌』の 発行 に続 い て
4）

，

1874 （明 治 7）年に は ， 当時 を代表す る有力雑誌 の 『明

六 雑 誌』や 『民間雑 誌』な ど が 創刊され て い る
5）。

　 食に 関す る雑 誌 は ，婦人雑 誌 に 散見され，1900年以

降，『婦 人画報』 （1905年創刊），『婦人之友亅 （1908年

創刊），『婦女界』（1910年創刊）な ど，実用 記事 を中心

とした 婦人雑誌 の 料 理記事が 増加 し た
6）。

　料理 に 関する書籍 に つ い て は ， 1872 （明治 5）年 に ，

『西洋料 理指 南上 ・下』や 『西洋料理 通』な ど ， 明治初

期か ち西洋料理 の翻訳 書が 出版 さ れ た 。 明 治期前半 ま

で の 西洋料理 書は，実際に つ くる・た め よりは 知識の伝

達 で，西 洋文 化導入 の 媒体 として の 役割を果 た した と

い われ る
7）。明治後期 に な る と

， 専 門書や 教養書 で は な

く， 読者 が ， 家庭 で で きる こ とを 目標 に した 実用 的な

料理 書 が 出版 さ れ ， 1900年代 以降 ， 家 庭 向け料理 書が

多 く出版 され る よ うに な っ た
S）

。
こ れ は ， 家庭 の 主婦向

けの雑誌 類の 増加の 時期 と も重 な っ て お り，人 々 が 家

庭で の 食に 関心 を もつ よ うに な っ た こ と を示 し て い る

とい え よう。

　そ こ で ，
1900年代 以降 の 家庭内の 調理 に 注 目 し，当

時 の 家庭 内調理 で 求 め られ て い る こ とや ， 調理 に 対す

る考 え方 ， また ， それ ら食情報の伝 え方な どを明 らか

に した い 。

　 1900年代 の 食 に 関す る専 門誌 で ，全国に読者層を も

つ 雑誌 は ， 管見 の 限 り，
1905（明治 38）年 か ら 1907（明

治 40）年 に 出版 され た 『月刊 　食道楽』が ある a こ れ

を選 び ， そ の 内容 の特徴 を明 らか に す る こ とを 目的 と

し た 。 また，1900年以前に 出版され た 『庖 丁鹽梅』の

食の 記事 と の 比 較 を行 な うこ と で，1900年代 の 食情報
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料理 雑 誌 か ら み た 明 治 後 期 の 食情報

の 特徴 をよ り 明確 に し た い 。

　新聞 ・雑誌記事 の 食に 関 す る研 究で は ， 明治 期 の 新

聞 を資料 と した西洋の 食 文 化 受容 に っ い て 扱 っ た 論

文
9）

や ，明 治末期 の 『婦人 之 友』お よ び 大 正 期創 刊 か ら

現代 ま で の 『主婦 の 友』 を対象 と した チ
ーズ料理 の 分

析
1°｝

や ，戦 後か ら現代 ま で の 『婦人之友』を対象 と し

た 肉料理 の 分析
11）

など が あ るが
， 明治期 の 家庭 の 食に

関する考 え方 を，時期 の 異な る資料 と比較 しなが ら明

ら か に した 研 究は ，管見 の 限 り見当 らな い 。ま た ， 筆

者 らは 『庖丁鹽梅 』の 調理 に つ い て ， すで に 報告 して

い るが，本論 で は ， 1900年代の 雑誌 との 比較 とい う視

点で あ り， 前報 の 視 点 とは異 な っ て い る。

資料お よび調査方 法

　資料 として は，2 種 の 同様 な性格 をもつ 料理 雑誌 『月

刊 　食道楽』 と 『庖丁 鹽梅』 を取 り上げた ．

　明治後半期，1900年前後 は，日清 ・日露戦争 の 時期

に あ た り， 社会構造 の 変化 が激 し く， 食生活 も変化 し

た 画期 と思 われ る 。 そ こ で，1900年以 降に 出版 され た

料 理 雑誌 と し て 『月刊　食道楽 』を取 り上げ た 。『月刊

食道楽』の 特徴 をよ り明 らか に す る た め ， 1900年以前

に 出版 され た料理雑誌 として 『庖丁鹽梅』を取 り上げ，

その 食に 関す る記事 の 特徴 との 比較 を行 な っ た。それ

ぞれ の 資料の 特徴は 次 の 通 りで あ る。

1． 『月刊 　食道楽」 に つ い て

　 『月刊　 食道楽』は ，当時，話題 と なっ た村井弦齋著

の 小説 『食道楽』 （1903 ・
明 治 36 年）に触発 さ れ て発

行 され た もの で ， 第 1期 は ，
1905 （明治 38）年 5 月 か

ら 1907 （明 治 40）年 8 月 ま で 発 行 さ れ ， 第 2期 が

1928 （昭和 3）年 4 月か ら 1930 （昭和 5）年 12 月 まで

発行 さ れ た こ と が 確認 さ れ て い る
12 〕

。 本論 で は 1900 年

代初期 の 発行 で あ る第 1期 を資料 と した 。

　 第 1期 の 資料は ，お よそ毎 月 1 回の 割合 で，第 1 巻

第 1号 〜第 3巻 第 9号 の 31冊 （臨時増 刊 号 3 冊 を含

む）が 発行 され た。創刊号 か ら第 2巻 第 5 号 ま で は ，

小 川 煙村 が 編 集 し， 田 中源三 郎 が 発行 人 と な り， 以後

は ， 第 2 巻第 6 号 よ り斎藤 鹿山 に よ り編集 され た 。

　 こ れ らの 雑誌 の 対象者は ，中流階層以上 の 婦 人や料

理 人 を対象 と して い た と い え る。 こ の 雑誌 は 東京 ， 金

沢 ， 京都 ， 函 館な どの 各地域 で開 か れて い た 「食道楽

会」 の 活動報 告や，料理 に 関する 諸 注意，料理屋 の 紹

介など が 掲載 され て い る。

2． 「庖丁鹽 梅」に つ い て

　 『庖 丁鹽梅』に つ い て は ， 筆 者 らに よ っ て すで に 報告

され て い るが
13）

，本研 究に 関連の ある部分 に つ い て述

べ る。

　 『庖丁 鹽梅』は，1886 （明治 19）年 12 月一一　1889 （明

治 22）年 12 月ま で，お よそ毎月 1 回の 割合 で 第 1 集

〜第 36 集 が 発行され た。そ の 後，約 1年 2 か 月 の 休刊

を経 て ， 1891（明治 24）年 2 月 に 第 37集が発行 され た。

第 38 集以降の 発刊は現在 の と こ ろ確認 され て い な い
。

　前回 の 使用 した 調査 資料 は裏表紙 が 欠損 し て お り，

第 37集の 文面か ら編者 を石井 治兵衛 と したけれ ど も，

そ の 後，編 者 ， 発行 人等 の 記載 の あ る 資料 に あ た る こ

と が で きた 結果 ， すで に 報告 した 内容に
一

部修正 の 必

要が 生 じた 。すなわ ち，第 31 集 まで は 藤松種十 が 編集

し，藤井文 治郎が 発行人 と な り （原文 で は 第 1 集〜第

13集 ま で 持 主兼 印刷 人 と記述，第 14集〜第 15 集 まで

発 行 人兼 印刷 人 と記述 ），東 京 で 創 刊 され た 雑誌 で あ

る 。 その 後 ， 第 32 集 か ら発行人 が 石 井治 兵衛 に 代わ っ

た 。

　 読者対象者は ，雑誌 の 巻末に ある売捌所か らみ て ，

東京は もとよ り横浜，名古屋，大阪，金沢，長崎，京

都 ， 函館 な ど全 国に及 んで お り，文面 か ら，中流家庭

婦 人 と 割烹専 業者 を対象 として い た こ とが うか が え，

『月刊　食道楽』の そ れ に 類似 して い る。

　 『庖丁鹽梅』は藤松 ・石 井が 発 起 人 とな っ た料理 研 究

会 の 活動 と連動 して 発行 さ れ た もの で ，毎回 の 研 究會

で 行 っ た料 理 の 品評結果 や，料理 に 関す る諸注意を掲

載 して い る。

　 以上 ， 両資料 と も当時 の 実 生活 そ の もの を反映 し た

雑誌 で は な い けれ ど も，料理 を中心 とした 内容 で ， よ

り良 い 食生活 を目指そ うと した 雑 誌 と い う点 で ， 共 通

して い る。両 資料 を比較検討す る こ と で ， 1900年代 の

食に関す る考 え方や 求め られ た 内容の 特徴 を明 らか に

する こ とが で きる と考 え た 。

結果 およ び考察

1． 「庖丁 鹽梅』と 「月刊　食道楽」の 記事の 分 野 と記

　事数

　両 資料 の 記事内容 の 特徴 をみ る た め に，そ の 内容 を

4 つ の 分 野 ， す なわ ち ，   調理
・加工 上の 工 夫 ，   衛

生 ・栄養 ，   主婦の 役割 ，   そ の 他に分類 し，各分類

に お け る記事数お よ び 全記事 数 に対する割合 を表 1 に

まとめ た 。

　2 種 の 資料の 全体的記事 の 特徴 は ， 『庖 丁鹽 梅亅で は ，

調理 に 関す る記事 が 多くを占め て お D ， そ の 内容 は ，

鮮魚 の 見分 け方や炊 飯上 の 失敗の 調整な どの ように ，

そ の 多 くは 経 験的 ・具体 的記述で ある 点に特徴が み ら

れ る 。 そ れ に 対 し， 『月刊　食道 楽』で は
， 当時の 近 代
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表 1．『庖 丁 鹽梅 』 と r月刊 　 食道楽 亅 の

　 　 記 事 の 分 野 と記事 数

表 2．　 「庖 丁鹽 梅 』 と 『月刊 　食道 楽 t に み る

　　 「主 婦 の 役 割」 に 関 す る 記事

記事 の 分 野 庖 丁鹽 梅 食道 楽

1　 　 調理 ・加工 上 の 工 夫
＿7F一一一一一一一一一r7匿−一一一

1，161 （7  ．2）
　　　 一一一一一一一

205 （18．5）

囓
　 　理 加工 の 工 夫

　　理 の 作 り方

　　 40　（2．4）
［
　 1，121 （67．8＞

一一一一一一．一一一一一一一P9’．
　 104　 （9．4＞
［
　 101　（9．1＞

2 衛 生 ・栄養 21　 （1．3） 85　 （7．7＞

3 主 婦の 役割 12　 （0．7） 12　 （1．1）

4　　そ の 他
■一■隔一冒−■一■一一一．一．−r−冒一冒−一τπ」幽「

　　 461 （27．9）
，τ．冒一τ一π匿．匿匿．一一一一一一一

　 8  4 （72．7）
一幽一一．一一一．一一一．一一一一．

　食

研 究会

料理 学校

その 他

　7　（0．4）
60　 （3．6）

　 1　 （0．1）
393 （23．7）

78　 （7．1）
51　（4．6）
16　 （L4 ）

58 （59 ．5）

全 記事数 エ，655　（100） 1，106　（100）

＊ ’r庖 丁鹽梅 亅は 全 37集 の 集 計，『月刊 　食道 楽亅は 臨 時

　 増 刊 号 3号 を除 い た 28 号 の 集計．
＊

：数 字は件数，（ ）は 全記事数に 対す る 割合 （％）を示

　 す．

科学 の 理 論を加 え た新知 識 の 内容 が 多い 点や ， 外 食店

に 関す る 記事 が 積極 的に 掲 載され て い る 点 が 特徴的 と

い え る。

　 4 つ の 分 類の うち，最 も記事数 の 多か っ た の は，『庖

丁鹽梅』では 「調理
・加工 上 の 工 夫」に関す る記事で ，

70％ 以上 を占め て お り，こ れ には単純 な料理 の 作 り方

も含 まれ て い る。こ れ に 対 し， 『月刊　食道楽 』で は 「調

理 ・加工 上 の 工 夫」 で は 20％ 以下 で あ り， 厂その 他」

の 分野 ， す な わち ， 外 食 ， 研究会 ， 料 理学校，書籍 の

内容紹介，食品会社の 紹 介，食物の 歴史，料理 人 と し

て 公明 な人達 に よる食に まつ わ る随想などの 記事が ，

約 73％ を 占め て い る。こ れ らの 記事 に は，外食店 の 紹

介や探 訪記事 が見 られ ， 外食 を知 る意味 で も興味 深 い

けれ ども ， 本論 で は ， 家庭 内 の 調理 関連記事 に つ い て

明 らか に す る こ と を 目的 と した の で ， 家庭外 で の 食に

つ い て は，次回に検討する こ と と した 。

　 ま た 「主婦 の 役割」に 関す る記事は ，両資料 と もそ

の 割合 は低 い が ，2 つ の 資料 の 内容 の 違 い が 大 き く，検

討 の 必要 があ る と考 え られ る。

　さ ら に ， 「衛 生 ・
栄養」に 関する記事 は ， 『庖丁鹽梅』

に は ほ と ん ど み られ な い が ， 『月刊 食道楽』で は ， 近
’

代西 洋科学 を取 り入 れ た 記事が み られ る 点 で注 目 さ れ

る。

　以上 ， 両 資料 の 家庭内の 調理 関運 記事に つ い て， 

調理 ・加 工 上 の 工 夫，  衛生 ・栄養，  主婦 の 役 割 の

3 つ の視点 を中心 に 取 り上げ ， 1900 年代 の 家庭 の 食に

関す る考 え方 と求 め られ た 内容 の特徴 を検討 する こ と

記 事 の 分 野 庖 丁鹽 梅 食 道 楽

家庭 の 和 合 　 　 　2
一−7−一一．一一一一一「一一

　 　 　7
−一一一一一幽一幽一一一一．一■−一一一−−rrrPr−r−一一．一匿−一冒冒一冒匿一．

家庭 の 健 康 管理 12 5
■一一一一，一一一，一■一一一一一■一匿−匿冒冒−■−F齟一τ一1一一．一一一一．「一一一一一一一一一一一一一一一．一

家庭 の 経 済管理 8 5
一一一一■一一．一．r．一匿一一一．一一一’一一一一一一．一一一一一一匿冒匿一一−一一一一冒冒匿一一．一一一一一一．−

家庭 の 衛 生 管理 10 0
一一一．冒一冒r−．一．一一一一一一一一一一一一一一一一．一一一一一匿一一一一τr−一一一r冒−−．−一一一−一．一

下 婢へ の 管理 7 0
一一一．一一一一一．一．一一一一一一一一」一一一幽一．一．匿−−一一r−一一〒一．一一一一一冒冒了匿胃罰一冒−冒一τ

家事実 践 の 主体 者 0 6
一一一一一一一一一」一．一一一一．一．一．匿．一．一．−「一冒−−−一一幽一〒−匿一一一

子供 の しつ け
　　　　　　匿一匿一．一．一．冒「

　 　 　0
一冒−■■r−一一一一一一一一

一一一一一一一一一一〒一一一一
　 　 　2
一一一岫一一幽一一一P」幽”

衣 食住 の 管理 0 1
冒W匿一．一．−．一．一r．τ1’一一一1−匿一一一一一一一一一一一一一一一一一一

「家」 の 繁栄の 管理 者 o 2
一一冒一一−−一一匿1冒匿冒−匿冒冒冒了匿P國−T−」一齟一〒齟ππ一一一一一−一一一一一一一一一一一一一一一．一一一

記事の 総 数 12 12

と した 。

2． 「主婦 の 役 割」 に 関 す る 記事

　 明治期 の 中流 以上 の
， と くに 都 市部 の家庭 の 多 くで

は ， 使 用 人 が 家事 の 多くを担 っ て お り，家庭 の 主婦 （
一

家 の 女主 人）は ，
こ れ を監督す る 立 場 に あっ た と考え

られ る
14）
。しか し，明 治後期か ら大正 期に は，新中間層

と呼 ば れ る家族 の 形成に よ っ て ，主婦 も家事 を担 う必

要が生 じて きた とい われて い る
「s）。そ こ で ， 両 資料 は料

理 に関 して ，
こ の 点 を どの よ うに扱 っ て い るか を検討

す る こ と と し た 。 な お ，
こ こ で は 主婦 と は

一
家 の 女主

人 と考え る 。

　 表 2 は 『庖丁 鹽梅』 と 『月刊 　食道楽』 の 主 婦 の 役

割に 関す る記事 をま と め た もの で ある。た だ し，2 分野

以上に わ た る記事 は重複 して数 え た 。

　 主婦の 役割に 関す る記事は，両 資料 とも 12 件 ずつ み

られ た。そ こ で ， そ の 記事内容 を分 類 して み る と，  

家庭 の 和 合 ，   家庭 の 健康 管理 ，  家庭 の 経 済管理 ，

  家庭 の 衛 生管理 ，   下 婢へ の 管理 ，   家事実践 の 主

体者 ，   子供 の しつ け，  衣食住の 管理 ，  「家」の

繁栄の 管理 者 の 9 つ に分 け られ た 。

　 『庖 丁 鹽槲 と 『月刊　食道楽』の それ ぞれ の 内容 の

特徴 を検 討す る と， 次 の よ うな こ とが あげ られ る。

　第 1 に ， 両 資料に 共通 して み られ た もの は ， 「家庭 の

健康管理 」 と 「家庭の 経済管理 」に つ い て で ある 。 な

か で も 『庖丁鹽梅」で は ，12 件の すべ て の 記事 で 「家

庭 の 健康管理 」に っ い て 述 べ られ て い た。こ の 点 か ら

家族 の 健 康に対 す る配慮は ， 当時 の 主婦 の 重要な役 割

の 1 つ であ っ た と考 え られ る。また，「家庭 の 和合」に

つ い て も両 資料 に 共通 して み られ ， とくに 『月刊

道楽』 で は 7 件 と，記事総数の 半数以上 を 占め た。
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　次 に，
一

方の 資料に だ けみ られ た もの は，『庖丁鹽梅 亅

で は 「家庭 の 衛 生 管理」 と 「下 婢 へ の 管理 」に つ い て

で あ り， 『月刊　食道楽 』で は 「家事実 践の 主体者 」に

つ い て で ある。

　そ こ で，両 資料 に 共 通 して み られ た 「家庭の 和合」

と 「家庭の 健康管理」に つ い て ， そ の 内容 を比較検討

し，ま た 一方に だ け み られ た 「下 婢 へ の 管理」 と 「家

事実 践 の 主体 者」に つ い て も， その 特徴 を検討 した 。

　 （1 ） 「家庭 の 和合」 と 「家庭の 健康管理 」

　主婦 の 主 な役割 の なか で，両資料に 共通 して み られ

た 「家庭の 和合」 と 「家庭 の 健康管理 」は ， 家庭調理

の 目的 に つ い て 書か れ た記事の なか に み られ た。

　た とえば
， 『庖丁鹽梅』で は，本論 の 最初 の 「舎説之

部」に 「割 烹 ハ 婦 女 の 重務 な り」と題 した記事が あ り，

そ の な か で 主婦 の 役割 に つ い て 論 じ た とこ ろ で は，「家

道 を能 くす る に は 家内 の 和 合 を第
一

とす
一

片 の 麺 包一

椀 の 飯 も必 らず家内に 利益 あ る様に 用 ひ ん こ とを心 懸

くべ し而 して 身体 の 健康 を害す る食物 等は
一

切 用 ふ べ

か らず是 等の 處 を能 く辨 ふ べ し」と述べ られ て い る
16 ）。

　一
方 ， 『月刊　食道楽』で は ，「本領 」の な か で 「家

庭料理 の 原則」 と題 し た 記事が 2 回 の 連 載 で書か れ て

お り，そ の なか で 主婦の 役割 に つ い て論 じた と こ ろで

は，「消極に い へ ば 家庭料理 は ，人 の 生養上必 然 の 需 要

で あ るが ， 積極 に い へ ば家庭料理 は ，

一
家和合 の 原 で

あるばか りで な く，并 せ て 家庭 の 趣 味をも養ふ こ とが

出來得 る の で ， 心 身兩面 の 娯樂 の 主た る部分 を占め て

居る と い ふ 」 と述 べ られ て い る
17）。

　 こ の 2 つ の 記事か ら， と もに 家庭 調理 の 第
一

の 目的

を 「家庭 の 和合 」すな わ ち 「家庭 の 平和 」と して お り，

第二 に 「栄養 と健康」をあげて い る こ と が わ か る。こ

の 点 で は 両 者に 共通点が み られ た。

　 しか し，『月刊　食 道楽』 で は，「食事は 常に 家に 於

て すべ きもの で ある，而 して家に於 て食事 をせ しむ べ

く引 止 め 得 る は ，
一

に 細 君 の 料理智 識 に よらなけ れ ば

な らぬ」と述 べ て お り，『庖 丁鹽梅』に 比 べ て ， よ り具

体 的 に
一家団欒 に 主婦の 料理知 識が 必要な こ とをあげ

て い る。さ らに ， 「男 の 茶 屋小 屋遊び は
一

種 の 道楽 に は

相違 な きも ， 其道樂 の 由來する と こ ろは，其家庭の 庖

厨が ，多 くは 下女 任せ に 放任 され て あ る こ と請合 で あ

る」 と述べ て お り， 主 人 の 茶屋遊 び は家庭 の 調 理 を下

女任 せ に して い る こ とが 原 因 で あ る と して い る
IBレ。

　 ま た別 の 記事 で は 「其大事な食事 を， 下女に
一

任 す

る は 何 た る周違 つ た や りか た で あろ う」と述 べ る な

ど
19 ）

，『月刊　食道楽 』で は 主婦 自 ら，調理 を含め た家

事 を行 う必 要性 に つ い て 述べ る記事 が 多 くみ られ ，「家

庭 の 和 合」 に ，そ の こ と が 必須の 要件 と して い る点 で

特徴的 とい え る e

　明治期 の 家事使用 人 は ，家庭 の 職 種 に応 じて 複数 い

た とこ ろ もあ るが ，新 中間層 と い われ．る核 家族 を中心

と す る新 しい 家族形態が 形成 さ れ た 以後 は ，

一
人 の 使

用人 をお く中程度 の 家が 多 くな っ た と さ れ る
2°〕。そ の

後，使用 人 の 求 人数が 増 加 し， 次 第に大正 期に 入 っ て，

使用 人不足 が 叫 ば れ た こ と が 知 られ て い る
21）。『月刊

食道楽』 の 時期 は，ち ょ うど ， 新 中間層が 形成 され始

め ， 使用 人が 中流以上の 各家庭に お か れ るよ うに な る

過渡期で あ っ た こ とが 推察 され る。

　使用 人 の な か に は ， 小学校 を終 えてす ぐに奉公 に 入

る子供た ち の ように，最初 か ら家事能力 が充分 な もの

は少 な く， 彼等 を雇 っ た そ の 家の 主婦が教育 を しな が

ら手伝 わせ る こ とが 多か っ た の で ，た とえ使用 人 が い

る家庭 で も ， 家事 の ほ とん どすべ て が 主婦に 委ね られ

た こ と が 多か っ た と され る
22）。そ の ため ， 毎 日の 食事作

りの 知識や 技能が ，主婦 に 必要 な もの として ，ます ま

す 求 め られ る よ うに な っ た と い われ る
23，。

　 こ の よ うな社会情勢 をうけて ，『月刊　食道楽 』で は ，

調 理 を含 め た 家事 を使用 人任せ に せ ず，主婦 自 ら行 な

う必要性 を説い た もの と思 われ る。

　 （2 ）　 「下婢へ の 管理 」と f家事実践 の 主体者」

　 『庖丁 鹽梅 』で は，本論 の 最後 の 「雑報」に 「下婢 の

注 意」と題 し た記事が 3 回に わ た っ て 連 載 され て お り，

こ れ らの 記事か ら ，
こ の 時期に 家庭 に使用 人 が い る こ

と を前提 として い る こ とが わ か る。そ の 内容 は 飯炊 き

や 味噌汁 な ど の 日常調理 の 注意点や ，食器や 包丁 な ど

の 器具 の 扱 い 方な ど に つ い て書か れ て い る
24）

。題名か

ら判断す る と，使用 人 に む け て書か れ た もの で ある と

推察 で き る もの の ，実 際に は 主婦が こ れ を使用 人に読

ん で 聞 か せ た り，あ る い は 主婦 自身が読 ん で 使用 人 に

伝える な ど ， 使用 人 の 調理 上 の しつ け の 参考 に され た

と考え られ る 。

　 そ の 他に 「雑報」の 別 の 連 載記事 に は， 目次 に 「妻

君 の 注意 を促す」 と題 して い る もの の ，実際の 本論 で

は 題名が 変わ っ て 「
一

家 の 内政 た る もの は重に 飲食料

の 注意 を専務 とし決 して 下婢 に 放任 すべ か らず」 と題

した記事が あ る
25）。こ れ らの 記事か ら ， 主婦 が 調理 を使

用 人任 せ に し な い よ う，
い ましめ て は い るもの の

， 実

際 には使用 人 が 調理 を行 っ て い た事実が うか が え る。

　 一方 ， 『月刊　食道楽』で は ， 主婦が 「飯を炊 き， 汁

を仕立 て る こ とが
， 何 で 賤 し い 仕事で 有 ら う」 と，飯

炊 きを卑 し い 仕 事 と考 えて い る こ とを批 判 して い る。

さら に，主婦 が来客 の 場合 に ，なれ な い 料理 か ら カ ツ
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表 4．『庖 丁 鹽梅 亅 と 『月刊 　食道 楽 』 に み る魚類 の

　　　「調 理 」 に 関 す る 記事 （タ イ トル ） の 例

庖 　丁　 鹽 　梅 食 　　道 　　楽

＊ 魚 類 焼 き 方 の 法 （第 4 集） ＊ 魚 類 調 理 の 注 意 （第 2巻 第 9 号）

＊ 魚類 ・鳥 類 塩焼 の 法 （第 4 集） ＊ 料理 切 り方 （第 3 巻 第 3号 ）

＊ 塩 魚 干魚 を味 わ い よ くす るの 説 （第 1 集） ＊ 介類 の 切方 （第 3 巻第 4 号）

＊ 塩 鱒を新鮮 の 如 くす る法 （第 1集 ） ＊ 鰹魚の 刺身 と まな板 （第 2巻第 6号 〉

＊ あ わ び 柔 らか 煮 るの 法 （第 7集〉 ＊ む し鰈 を うま くす る 法 （第 2巻 第 3号 ）

＊ 生 海鼠 を吸物に す る 法 及 煮 る法 （第 32集 ） ＊ 塩 鮭 を うま く食べ る 法 （第 3巻 第 1号）

＊ 鰯 の 効 用 と調 理 法 （第 3 巻 第 8号 〉
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図 1．

て，「魚類 を焼 に は内身を先に 焼 き， 皮の方 を後に 焼 く

を法 とす」の ように
3°）

， 具体 的 な記述 が 多 くみ られ た 。

また ，『月刊　食道楽 』で も ， 「塩鮭 を うま く食べ る法」

と題 して ，「先ず三 枚に お ろ して ， 腹骨 をす き取 り， そ

れか ら中骨の 通 りを左右か ら庖刀の先 を入 れ て 」の よ

うに
31〕

， 伝統 的 な方法に従 い ，わ か りや す く解説 して い

た 。

　以上 の よ うに ， 魚類 に 関 す る記事に つ い て は，両者

に 大 きな違 い は み られ な か っ た。魚類は 日本 の 伝統的

な食材で，明 治以後新 しい 食品として伝 え られ た肉や

牛乳 な どの よ うに ，新 しい 解説 をす る必要 が なか っ た

と思わ れ る。む しろ
， 近世 か ら伝 え られ て い る 調 理 法

や 食べ 方 な どを，わ か りやす く解 説 し ， 次世 代 へ 伝承

しようと して い た と 考 え ら れ る。

　（2 ）　 台所 器具 の 実例

　台所器 具に つ い て は ， 両資料 に さ まざまに 工 夫 され

た器 具 が登場 して い た 。 『庖丁 鹽梅』の まな板 と鍋 蓋 改

良 の 記事 を鹵 1 に 示 し，図 2に 『月刊　食道楽』の 「両

面まな板」 と 「小原 式五 用 火 器 」を示 し た 。

　図 1 の まな板は檜 な ど の小 ロ 木で で きて い る点
32｝

，

鍋蓋改良は，桶蓋 に代 えた こ と で 熱効率 をよ くす る こ

とを意図 した もの で
s3）

， 未熟な人 で も使 え る 簡 単 な工

夫が み られ， 日常の 調理 を少 しで も，合理 化 して い こ

うと い う姿勢が うか カこえ る。
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表 5．『月刊　 食道 楽』 に み る衛生 に 関す る 記事

記事 の 分 野 件 数 タ イ トル 巻 ・号 年
・月

＊ 梅雨 と養生 1 ・2 明 治 38・6

＊梅 雨 と食物 衛 生 3 ・8 明 治 40 ・7

＊ 徴 を 防 ぐ心得 2 ・7 明治 39 ・6

＊ 夏 の 飲 食 物 1 ・3 明 治 38 ・7
＊ 夏期 と豆 腐 2 ・8 明 治 39 ・7

＊ 夏期 飲料 の 注 意 2 ・10 明 治 39 ・9
食 中毒

13 ＊ 暑 中の 飲 み 物 1 ・3 明 治 38 ・7
・伝染 病

＊ 避 暑 と食物 　村 井 弦 斎 1 ・3 明 治 38 ・7

＊ 避 暑 と食物 　生 間 正起 1 ・4 明 治 38 ・8

＊ 避暑 地 と食物 の 注 意 レ 4 明 治 38・8

＊ チ プ ス の 新療法 1 ・6 明治 38 ・10

＊ 食 傷 性 の ウル チ カ リア 2 ・2 明 治 39 ・2

＊ 酒 と伝 染病 2 ・5 明 治 39 ・4
匿．匿1−一一一一一一一一一一一一．−−−冒1〒P，一一．一一一．一一■一一一一匿一匿−匿τ，雫一■一一一−冒一一一．一一一一一一一．匿冒匿−匿．rr，r−一一

＊ 食物 中 の 毒 1 ・2 明 治 38・6
＊ 銀 器 の 銅 毒 2・13 明 治 39 ・11

＊ 不 良 な る 酢 2 ・ll 明 治 39 ・10
混入物

7 ＊ 甘 味 索 サ ッ カ リ ン に 就 き て 3 ・3 明 治 40 ・3
・添加 物

＊ 混砂 米 の 鑑 別 法 2 ・14 明 治 39・12

＊ 混砂 米 問 題の 解 決 　 　 　 　・3 ・7 明 治 40・6

＊ 白米 の 中鉛粉 （世 人 の 健康 2 ・14 明治 39・12

を損 ひ つ つ あ る毒物 ） 一一一一一一一一一一一一一冒−冒曹，一一一匿一一−．一冒一一齟一一一一一一一一一一一一一一一　　　　　　　　　．齢．一．匿．−r，匿一π曹「一一．一．匿冒一冒〒T−一一一一一一一
＊ 水 と衛 生 （1） レ 3 明 治 38 ・7

＊ 水 と衛生 （2） 1 ・4 明 治 38 ・8

＊ 水 の 浄清法 3 ・4 明 治 40 ・4

＊ 沸冷 水 の 注意 2 ・9 明 治 39・8

＊ 水 の 効能 2 ・9 明 治 39 ・8
水 と飲料 10

＊ 蒸溜 水 は 毒 物 な りや 3 ・8 明治 40・7

＊ ラ ム ネ と 氷の 鑑分 け 2 ・10 明 治 39・9

＊ 不 良 ラム ネ の 鑑 別 と其注 意 3 ・6 明 治 40・5
＊ 衛 生 清涼剤 の 製 法 3 ・9 明 治 40 ・8

＊ 衛 生 2 ・11
−一一一一一．一．

明 治 39 ・10
．一一冒匿冒冒冒一一一一．−−．一−匿冒曹P一一一一一一．一匿一一．一．一　　　　　　　 一一一一一一一一一．−P雫匿．・一一一一一一匿匿匿1−一一一一一一一

＊ 牛 乳 の 善 悪 を知 る法 2 ・3 明 治 39 ・3

＊ 飲 料 水 と牛 乳 の 注 意 2 ・7 明 治 39・6

＊ 牛 乳 殺 菌 法 3 ・7 明 治 40・6
牛　 　乳 6

＊ 牛乳 の 害毒 3 ・9 明 治 40 ・8

＊搾 取 者 よ り見 た る 牛乳 2 ・10 明 治 39 ・9

＊ 夏時の 牛乳 3 ・7 明 治 40 ・6

合 　 　計 36 一 一 一

中毒 」の 3 件 の み で あ っ た 。 表 か らは省 い た が ，3件 の

記事 の 内容 は以下の 通 りで ある 。

　 　 こ 　 れ　 ら

　「虎 列拉病 豫防 の 心得」で は，果物 を「食 す るは第
一

消化 を促すの 媒介 なる もの なれば能 く熟 した る もの を

食す べ し」 と 説 き ， 続 け て 「午後眠氣 の 出る時分 果實

の 半 熟 の もの を大人 小 兒の 論な く
一家擧 っ て 食する為

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 こ　 れ　 ら

或 は下痢 を促 し殊 に寄れば 虎列拉 に 罹 る恐れ あ り」と
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 こ　 れ　 ら

述 べ て お 042），不熟 の 果物 を食す る こ とが虎 列拉 に罹

る
一

因 で あ る と して い る。

　『朝 野新聞』， 『郵便報知新聞』な どの 報道 に よれ ば ，

コ レ ラは 1877 （明治 10＞年 の 夏，大 流行 し，死 者は全

国で 6，817 名に 上 っ た。同年 8 月に 内務省衛 生局 よ り，

コ レ ラ病予 防養生法 が 発表 され，そ の 指 導 と して，魚，

野菜 の 新鮮 な もの は 必ず加熱 し， 生魚，不 熟 の 果物 は

不 可 として い る
43｝
。コ レ ラ の 予防法 につ い て は ， 『庖 丁

鹽梅』 も ，
こ の 内務省 衛生 局 の 指 導 に従 っ て い た と い

え る 。

　「食水 の 用心 」の 記事 で は ， 水瓶 に 水 を入れ，部屋に

（203） 91

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japan Society of Cookery Science

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Sooiety 　of 　Cookery 　Soienoe

日本調理 科学会 誌 　Vo1．35　No ．2 （2002＞

放置 して お くと， 水 が部屋 の 腐敗 した ガ ス を吸 い 込 み ，

そ の 水 は不潔に なる の で ， 久 し く部屋 の 中に放置 した

水 は ， 使用 しな い よ う指導 して い た
441
。

　 コ レ ラの 流行 は，飲料水 の 整 備 に 対 す る関心 を喚起

し，内務省衛生局 で は，1877 （明治 10）年に 飲料水 に

対する通達 を行 い ，水は煮沸す る こ と，煮沸後味 の 落

ち た 水 に は少 量 の 茶 また は ぶ ど う酒 を加 え て 直 す こ

と，水 を清浄 に す るに は過 マ ン ガ ン 酸カ リを少 量加 え

る こ と， 冷水や 氷 を避 け る こ と など の 指 示 を した。 コ

レ ラの 流行 は 1878（明 治 1D 年 に な っ て も お さ まらず，

警察 と東京府知事か ら通達が 出 され ， 井戸の 管理や 下

水 の 解説な ど，詳細 の 注意 が 与 え られ た
45 ，

e

　 こ の よ うに 飲料 水 に 関す る問題 は ，
コ レ ラ の 流行 し

た 1877年 ご ろか ら上水 道 が 普及す る 1890年代 ま で 続

い た 。当時の こ の よ うな 状 況 か ら，『庖丁 鹽梅』 で は ，

飲料水 に 関する 問題 を重要視 して ，こ の 記事を掲 載 し

た と思わ れ る。

　「黴 た る パ ン の 中毒」の 記事で は ， 外国の 男性が 黴た

パ ン を食べ て，激 しい 下痢 ． 腹痛 嘔 吐 が 発生 し，体

が 冷え上 が り，危 うくな っ た が ，薬 で 命 を取 り止 め た

とい う話 しが 述 べ られ て い る
46 ｝

。

　以上 の 記事か ら， 『庖丁鹽梅』の 発刊 され た 1880年

代後半 で は， コ レ ラなどの 伝 染病 の 流行 に よ り，そ の

対策 の た め の 衛 生 に関す る知 識 を掲載す る 必要性が あ

っ た と い え よう、

　（2）　『月刊 　食道楽』に み る衛生 に 関す る記事

　1）　「食中毒 ・伝染病」に 関する記事

　表 5 に よ る と，『月刊　食道楽』に は 36 件 の 衛 生 に

関す る 記事が み ら れ た 。その 特徴 をみ て み る と ， 「食中

毒 ・伝染病」に 関す る記事 が最 も多 く，13件み られ た 。

そ の 内容は梅 雨や夏期 に お け る 注意 が 多 く，と くに 黴

や 食品 の 腐 敗 に 関す る 注意で あ っ た。また 「チ プ ス 」

や 「ウル チ カ リア」な ど の 病気や 伝染病に 関して の 記

事 が 見 られ る 点 で 注 目 さ れ る。

　伝染病 の 病原菌は ，1893 （明治 26）年 ま で に は ， チ

フ ス ， コ レ ラ，結核，ジ フ テ リア などが確 認 され，そ

の 後 ， 赤痢菌な ど も発 見され ， 人 々 の 衛生 へ の 関心 を

高め た とされ て い る
4η。

　こ の よ うな 当時 の 時代背景か らみ る と，『月刊 　食道

楽』に お い て も， 伝染病に 関する問題 を重要 視 し， 衛

生 に 関する 記事 の な か で， もっ とも多く取 り上 げ た と

い えよう。

　2） 「水 と飲料」に関する記事

　次 に 多く取 り上 げ られ た の は ，「水 と飲料」に関す る

記事 で ， そ の 内容 は 伝 染病 を防 ぐた め の 水 の 浄化法や ，

代用 品 の ラ ム ネ の 記事 で あ っ た。

　伝染病の 病原菌の 多 くは水 に 含 まれ て い た た め，前

述 した よ うに，水 に 関す る 問題 も伝染病 と あわせ て 重

要 な問題 で あ っ た 。当時は 伝染病予 防 の ため の 飲料水

の 適 否法や ，水 の 検 査 法が 多数研究 され て い た
4S〕。

　 ラ ム ネ は ， 1886 （明 治 19）年夏 ，
コ レ ラ流行に 際 し

て 天 然氷 より安全 とい う宣伝 が き き， 人 々 に 知れ渡 り，

庶 民 の 夏 の 清涼飲料 と して 売 れ行 き が 急速 に 伸 び ，

1884 （明 治 17）年 に
， わずか 3 か 所 しか な か っ た製 造

業者が ，工897（明治 30）年 に は 80 戸 に 増え た とい われ

る
49）。また ， 当時の新聞記事に ，きゅ うりび ん か ら玉 び

ん に 切 り換 え られ て 売れ 行 きが倍加 しっ つ あ っ た ラ ム

ネ に ， 不良品 が 頻発 し，し ば しば，衛 生 取締の 対象に

され た と 述 べ ら れ て い る
5°）。

　 こ の よ うに，「水 と飲料 」の 問題 は ， 当時 （明治期）

の 人 々 に と っ て，病気 の 原 因 とな る， と もすれば生死

に 関わ る ， 重要 な衛生 問題 の 1 つ と して 受け とめ られ

たため ， 当該 時期に発刊さ れ た 『月刊 　食道楽 』に お

い て も，こ の 問題 を重視 し た の で あ ろ う。

　3）　 「混砂米 」に 関す る 記事

　「混入物や 添加物」に関す る記事で は ，食物や 器 の毒，

また サ ッ カ リン に つ い て の 記事が み ら れ ， と くに 混砂

米 に つ い て は ， 重要視 して い た様子 が うか が え る。

　 当時 の 新 聞に よれ ば ，混砂米 と は 「従来水 車場 また

は 搗 米渡世 の 者 が 早搗 き の た め
， 金剛砂 を玄 米に交ぜ

て 搗 き立 て し」た もの を言 っ たが，「は な は だ 人 身の健

康を害す るの み ならず，そ の 糠 を牛 馬 の 食料に 供す る

と きは ，最 も傷 害あ り」 と して ， 1880 （明治 13）年 6

月，「東 京府 よ り甲第五 十八 号布達 を以 っ て，金剛砂搗

米 の 儀相 成 らざ る旨を達せ られ」た が ，1884 （明治 17）

年 12 月 ，
こ の 布達は 廃止 され た

51）。

　別の新聞に よ れ ば ， 厂元 來此 混砂 米 は明治十 七年迄 は

全 く禁止 せ られ し」で あ っ た が ， 当時東京に 設け ら れ

た 「地方衛生會は ， 其 有害 な らざる事 を説明 して 上 申

した る を以 っ て ， 内務 省に 於 て も調査 の 上此 れ が 解禁

を指令 し て 今 日 に 至 れ る」と書か れ て い る
52）。決 して 混

砂 米が有 益 で あ る と は 言 っ て い な い が ，そ うか とい っ

て
一

概に 有害で あると も言 えず，禁止令 発布 を決定す

る ま で に は 至 ら なか っ た よ うで あ る 。 しか し 「此 が 禁

止令 を發布せ ず とす る も， 砂 を混合す る分 量如何に 依

りて は，衞生 に 關係す る 事 少 な か ら ざ れ ば ，此 に 付 き

て は近 く精細 な る調査 を爲す考 えな り云 々 」 と述 べ ら

れてお り　
SS）
，混砂米が 当時の衛生 問題 と して 注 目すべ

き問題 で あ っ た と い え る。
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　4）　 「牛乳」に 関する記事

　「牛乳」に 関す る 記事 で は ，新 しい 食 品 と して，鑑別

や殺菌 な ど，不良品 の 対策法や そ の 扱 い 方 の 記事が み

られ る。

　調理 に 関す る記事の なか で も，「牛乳 を煮 る時間 」
54）

，

「牛乳 の 煮方」
55）

の ように ，良 く煮 る こ と を 主 眼 に 取 り

上げ，衛 生に 注意 を要 して い る こ とが わ か る。 また，

別 の 記事 で は ，牛 乳 を料理 に 用 い る こ とを勧め る記事

や
55），精養軒主人 が 牛乳 の 乾 燥品 の プ ラ ズ モ ン の 使 い

方や料 理法 を解説 して い る記事 もみ られ る
57）

。

　前述 の 村井弦齋 の 書 い た 当時の 小説 『食道楽』に は，

「牛乳の 良否」 と い う題 目で あ えて取 り上 げ られ，「小

兒が 謂 れ無 くして 下痢 を起 こ した ら必ず牛 乳 を儉 め て

御覧 な さい 」とまで 書か れ て い る ように
58 ｝

， 当時不 良品

の 牛 乳 が出回 り， 悩 まされ て い た様子が うか が える 。

　 1899 （明治 32）年 の 調査 で は，乳牛 の 頭数は 2 万頭

を越 えて お り， 各地 で 牛乳 の 配達売 りが普及 して い た 。

と こ ろ に よ っ て は 1合 び ん が す で に 利 用 され て い た

が
59｝

， 多 く は 1 リ ッ トル の ブ リ キ 缶 を ， 柄 杓 で 計 っ て 分

けて い た
60｝。

　当 時 ， 牛 乳 に 水や 米の と ぎ汁，小 麦粉 の 汁を混ぜ る

の は ，ご く普通 の こ ととされ ， 警視 庁 や各県の 警察部

で は こ れ らの 取締に 困 り
61 》
，牛乳 を調 べ るため ， 東 京で

は 市 内各所 の 交番 に 技手 を 出張 さ せ ， 毎 朝配達夫 を呼

び とめ ，

一本の び んを抜 き取 り， そ の 場で 分析する事

に な っ て い たほ どであ っ た
62）

、

　 当時牛乳 は ， 滋養 とな るい わば 薬 で
， む しろ 不良品

が 多か っ た こ と で ， 鑑別す るの に 悩 まされ て い た こ と

表 6． 「庖 丁 鹽梅 』と 『月刊　 食道 楽 」に み る

　 　 米 に 関す る記 事

記事 の 分 野 庖 丁鹽 梅 食 道 楽

ll

炊 き方 ○ ○
トー一一．一．一一一一一．匿−冒．一一一．一一一一一．−匿匿〒τ冒一一一一一一一一
11

水　 量 ○ ○
調　理 1−一一一一一一一一一．
　 　 ： 保　存

i−一一一一一一匿一一一一匿
　 ○

冒一一一一一一一一一一一一一一

　 〇
レー一一一一一一一・一一．一一一，．−1−「冒雫冒曽．一一一一一一一一一一一一一一

i そ の 他 ○ ○

．
： 水 　量 ○
トー一一一一一一一一一冒匿■，一．一一一一一一一一一一一一一一一一一匿一匿一一冒1
： 保 　存 ○

器 具 1…一・一・一一一一幽一一一．一一．■．一匿一一一．−匿一一一一一一一一一’一
： 洗 　米 ○
レ．．一一．一一一．一一一■一一1−一匿−匿■匿一一−−7匿一一−一一一一一一一一

i炊 飯 ○ ○

衛 生 i混 入物 ○

Il

麦 　飯 O
トー．一一一一一．一一一鱒一一．一一一一一一一幽一一匿一一一一一一一一■P冒F一　 　 ．

栄　養 1 脚 　気 ○
トー一一一一一一一・一一一一一一一一一一一一一一一一．幽一一．一一一一匿一一一一一

i消 化 ○

が わ か る。 こ の よ うな状 況か ら， 内務省 で は
， 牛乳 に

関する取締規則 を交付 し， 1900 （明 治 33）年 4 月 に施

行 さ れ た
G3｝

。しか し，『月刊　食道楽』に お い て も ，
こ

れ らの 牛乳 に関す る問題が 大 き か っ た こ とか ら み る

と， 取締 は効 を奏 して い な か っ た と思わ れ る 、

5． 米 に 関 す る 記事

　米に 関す る記事は ， 混砂米 な どの 衛生に 関す る内容

の 他に ，「栄養」と 「調理 ・加 工 上 の 工 夫 」に関す る内

容 で も，両 資料に掲載 さ れ て い た。そ こ で ， 以下 に ，

両 資料 の 米 に関する記事 につ い て まとめ た 。

　両 資料 の 米 に 関す る記事 の 内容 を，そ の 特徴に よ っ

て 4 つ の 分野 に 分 類 し ， さ ら に 詳 細 な項 目分 野 に 分 類

し，そ れ ちの 分 野 の うち，掲 載 の あ っ た分 野 に ○印 で

示 し ， 表 6 に ま とめ た 。

　 『庖丁 鹽梅』の 記事が ， 多 くは調理 に 関す る もの で あ

る の に 対 し， 『月刊 　食道楽』で は，それ以外に 器具や ，

衛生，栄養な ど新知 識 の 内容 が 多 くな っ て い る こ とが

わ か る 。

　 表 7 に 『月刊 食道楽』の 栄養 に 関す る記事 の 例 を

示 した。当時 の 栄養 の 問題は，白米の 食べ 過 ぎに よ る

「脚気 」で ， そ の 原 因は 「白米 の 毒素」 となっ て い る 。

こ れ らの 内容 が ， ビ タ ミ ン 発 見以前 の もの で ある こ と

は 明 らか で ある 。

　 脚気は 明 治初年以来，問題 とな っ て い た が ，『月刊

食道楽 』の 時期 に な っ て も， ま だ病 原 は 明 らか に な ら

ず ， 細 菌 説 と白米 中毒 説 な ど が 並 立 し， 佐伯 矩 も

1905 （明 治 38）年 に は 中毒 説 を支持 して い る。また ，

脚気菌発見 の 発表 な ど もあ っ た が
， まだ 確実 な もの で

は な か っ た
64｝

。こ の よ うな状 態 で あ っ た か ら，一般 の

人 々 の 脚 気 に 対 す る 注 意は 極 め て 瞹昧 な も の で あ っ

た。当時 の 新 聞に よ ると，胃腸を健全に 保 っ てお く こ

と
65）

や ， 大食 をつ つ しみ便通 をよ くして お くこ と
66）

な

ど，消極的な注意で あ っ た が
， 発 病 の 予 防に は 麦飯 が

確か に効果が ある こ と を疑 う人 は，こ の 時代に は少 な

か っ た。

　 こ の よ うな時代 背景か ら考える と， 『月刊　食道楽』

で 脚 気 の 原 因 を 「白米 の 毒素」 として い る理 由 が納 得

で き る。

　　 表 7．　『月刊　食道 楽 亅に み る米 の 栄 養に 閧す る 記事

タ イ　ト ル 巻 ・号 年 ・月

  白米 の 毒 素
一

附 脚気症 の 病原
一 3 ・6 明治 40・5

  脚 気 に 適 す る食物 2 ・9 明 治 39 ・8

  麦飯 の 生 理 的価値 3 ・3 明 治 40 ・3

  麦 飯 の 効 3 ・6 明 治 40 ・5

  営 養上 に 於 け る 米 の 価値 2 ・3 明 治 39 ・3
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　調理 で は炊 き方 ，水 量，保 存法な ど，時代 を経 て も

問題 と され て い る こ と は 同 じ で ，い か に 炊 飯 と い う調

理 に 技術が 必要で あっ た の か が わ か る。

　『月刊　 食道楽』で は，炊飯に 関する調理 器具 が い く

つ か み られ ， そ の
一

例 を図 3 に 示 した 。

　図 3は ， 炊 飯水加減器
67｝

と， 簡便米 とぎ器械
6s ）

で あ

る。前者 は，米 の 水 加減 を，水 の 計量容器 の なか の 4っ

の 棒で 調節で き る よ うに な っ て い る工 夫が ある 。後者

は ， 米 をと ぐの に 水の 中に手 を入 れ ず と も，こ の 器械

を桶に は め て ，取 っ 手を回 しさえすれば 米が とげ る と

い う工 夫 が ある。炊飯 の 失敗 で 多か っ た水 加減 や ， 冬

の 寒 い 時に 冷 た い 水 に悩 まされ て い た米 とぎな ど，す

こ しで も改善 を計 ろ うとす る努力 の 結 果 が ， こ れ ら の

新 しい 器具 に み る こ と が で き る 。 しか し， こ れ らが ど
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へ
此 旨

器
’

械ま

れほ ど普及 したの か は疑 問 で ある。

　前述 し た ように ， 『月刊　食道楽 』の 時期 には，家庭

に お い て ， ガ ス を燃 料 と して 用 い る ように な っ た こ と

な ど の 影響 もあっ て ，「庖丁鹽梅』の 時期 に 比 べ ，台所

器具 の 改良 は ， よ り多 く行 なわ れ て い た様 子 が うか が

え ， 炊飯に 関す る調 理器具 もそ の例外 で はな か っ た と

い え る。

結　語

　以上，今 まで 述 べ て き た 『月刊　食道楽』 の 家庭 に

お ける食に 関する記事 を，『庖丁鹽梅』と比較 しなが ら

整理 す る と，2 つ の 特徴が あげ られ る。

　 1 つ は
， 主婦 と使 用人 の 調理上 の 役割 で あ る 。 『庖 丁

鹽梅 』 で は ， 中 ・上 流階層の 家庭 で は，調 理 は使用人

が 行 う こ と が 前提 で ， 主婦 は 使 用 人 の 管理 者で あ っ た

こ とが うか が えた 。 そ れ に 対 し，『月刊　食道楽』では ，

調理 を使 用 人 まか せ に す る主婦 の 在 り方 を強 く批 判

し，主婦 自らが 調理 する 必 要性 を述 べ
， 新 しい 主婦 と

使用 人 の 在 り方 を主張 して い た。

　 2 つ め は，調 理 へ の 近代 科学 の 導入 で あ る。『庖 丁鹽

梅』で は ， 伝統 的な もの を重視す る い っ ぽ うで，内務

省衛生局の 日本食料調査報告の 記事 をい ち早 く紹介す

る な ど
69｝

，新 し い 科学へ の 関心が み られ た 。『月刊　 食

道楽』では， こ れ を具 体 的 に 応用 す る試 み が 行 わ れ ，

新 しい 食品 の 扱 い 方 や ， そ の 衛生 的 な処理 に つ い て，

科学的理論 を伴 っ た 説明 に よ る 食生 活改善 の 記述 が，

多くみ られ た 。

　以上 の 結果か ら，『月刊　食道楽』が 出版 さ れ た 1900

年代 は，日本 の 工 業化 を進め て い た 時期 に あ た り， 人 々

の 生活が 大 き く変化 した 時期 で もあ る
70）。そ の 動 きに

伴 っ て 出版 さ れ た 『月刊　食道楽』 の 内容 は ， 社 会 の

動 き の 影響 を受 け て い る こ とが 認め られ ，
こ の 点 が特

徴 的 とい える。

　た と え ば ，新 中間 層 と呼ば れ る家族の 形成に よ っ て ，

主婦 も家事 をに な う必要が 生 じ，そ の 影響 は調理 に も

あらわ れ て い た と い え る。ま た，ガ ス を灯 火用 として

だ け で は な く， 燃料 と して 用 い る よ うに な っ た こ とが
，

近代的な台所 を方 向づ け ， 伝 染病な どの病原菌の 発見

は ， 衛 生 に 関 す る関 心 を高め た とい え る。

　『月刊　食道楽』は ， 社会 の 動 きに 伴 っ た最新 の 食情

報 を読者に伝 え ， それ以前 とは 異 な っ た近代的な 食生

活の あ り方を提示す る役割 を果た そ うとして い た とい

え よ う。

　今 後 は，2 つ の 雑 誌 の 各研究 会活動 や ， 外 食店の 記事

に つ い て 調査 し，明 治期 の 食生活 に 及 ぼ した 影響 な ど
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を さ ら に探究 して い きた い と考 え て い る 。

　な お ，本研 究は 日本調理科 学会プ ロ ジ ェ ク ト研 究「環

境 と調理科 学」 の
一部で あ り，そ の 概要 は 日本 調理科

学会 平 成 11年度大会 にお い て 発表 した 。
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